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学びと健やかな成長の保障（引き続き感染症対策の徹底を！） 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

～SEISHO PRIDE～ 

 

        【自立】さ わ や か 挨 拶 ・ 自 ら 進 ん で 学 習 

        【貢献】活力ある生徒会活動 ・ い じ め 根 絶 

        【創造】響 き 合 う 合 唱 ・ 成 長 し 合 え る 仲 間 

          

  

  令和４年度の青翔中学校が始まりました。 

  昨年度の成果と課題を踏まえ，今年度の教育活動の重点を設定し，『PROJECT BLUE（学校グラン 

ドデザイン）』を改訂しました。 

  その中心となる「何ができるようになるか（学校教育の基本）」と，そのために「どのように学 

ぶか（教育課程の実施）」を，２回に分けて掲載します。 

  生徒や保護者，地域の皆様と共有し，ベクトルを揃えることで教育の効果の最大化を図っていき 

たいと考えています。是非，ご一読を。 

             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

〇自主性
自 ら

…目標の達成に向けて，なすべきことに自発的に，率先して取り組む態度。やるべき 

ことをきちんと把握し，自発的に取り組む生徒の姿をイメージしています 

   〇主体性
試 行 錯 誤

…なすべきことを考え，判断し取り組む態度。自らの取組を振り返り，取組の改善を 

        図る生徒の姿をイメージしています。キーワードは「粘り強さ」と「調整力」。 

（青翔中学校 HP） 

❶「学校教育目標【自立・貢献・創造】」は大きな不易の価値として設定されたものです。これを

社会情勢踏まえ，生徒の姿で具体的に表したものが「SEISHO PRIDE」。青翔中学校の「目指す

生徒像」です。 

 

❷青翔中学校の目指す生徒

像「SEISHO PRIDE」の実

現を目指し，生徒一人一人

を主語にした教育活動を推

進します。生徒が自分の良

さや可能性に気付き，臆す

ることなく挑戦する姿をイ

メージしています。 

 

➌青翔中学校の教育活

動きにおいて，最も重視

する資質・能力です。 

混沌さを増すこれから

の世界で，最も必要とさ

れる力です。自主性・主

体性の押さえは↓ 



 

 

主な行事 

 
６日（金）生徒総会 

９日（月）１年２組・８組心臓病検診 

１０日（火）３学年修学旅行（～12 日） 

      １・２学年２者懇談（～13日） 

１３日（金）３学年疲労回復日 

１７日（火）２年１組～３組内科検診 

１８日（水）常任委員会 

１９日（木）１年５組～８組内科検診 

２０日（金）全校協議会 

 

２４日（火）体育大会総練習 

      ２年４組～６組内科検診 

２７日（金）体育大会 

※毎週火曜日・金曜日は、心の教室の基本開放日です。 

＜体育大会について＞ 

 異学年交流の機会を確保するため、全校生徒で実施する

予定です。一方で、感染症予防のため、保護者の方の参観

を制限させていただくことを検討しています。誠に心苦し

いのですが、ご理解のほど、お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□14 月 37 日（木）着任式・始業式 

 以下の教職員が着任しました。お世話になります。 

 ・教頭 佐藤通隆…光洋中より         ・教諭 ○○○○…安平早来中より：１年担任 

 ・教諭 ○○○○…室蘭星蘭中より：１年副担任    ・教諭 ○○○○…明倫中より：２年担任 

・教諭 ○○○○…新採用：２年副担任         ・教諭 ○○○○…明野中より：２年所属 

・教諭 ○○○○…啓北中より：１０組副担任      ・教諭 ○○○○…新採用：１０組副担任 

・初任指導 ○○○○…光洋中より       ・事務 ○○○○…白老小より 

・事務補 ○○○○…明野中より  ・特別支援教育支援員 ○○○○  ・教員業務支援員 ○○○○ 

・ＡＬＴ ○○○○、○○○○（青翔中・拓進小・拓勇小の３校を順番に勤務します。） 

※５月からは図書室運営の補助を担う学習指導員として○○○○さんも勤務予定です。 

※学期に数回の勤務とはなりますが、今年度スクールカウンセラーが配置されます。 

□14 月 38 日（金）入学式 

２５０名の新入生が入学しました。参加者を制限させていただいた上で、午前と午後の２回に分散

するなどの感染症対策をとりながら挙行しました。新入生はしっかりとした足取りで入場し、中学生

としての第一歩を踏み出しました。教育の成果はお子さん一人一人の努力はもちろんのことですが、

学校と家庭、地域社会の相互の信頼が基盤となります。本年度の本校のキーワードである「自主性」

と「主体性」の育成に向け、ご理解とご協力をお願いいたします。 

□14 月 18 日（月）生徒会任命式 

 オンラインで実施しました。映像を通した生徒会執行部の「起立！！」のアナウン 

スで各教室にいる委員が起立し、任命されました。任命式の最後には、学校長から今 

年度本校が目指す「自主性」と「主体性」のイメージが全校生徒に伝えられました。 

＜青翔中学校の数学の授業について＞ 

数学は積み重ねの教科と言われます。本校では、昨年度まで１年生の数学科の授業において、複数

の教員で授業を行うＴＴ（ティーム・ティーチング）指導を実施してきました。今年度は余剰教室が

確保できたことから、１年生の数学の授業において、少人数指導を行うこととしました。具体的には、

学習の理解度に応じた指導の充実を図ることを目的に、年間 140 時間の授業のうち 80 時間程度、１

クラスを基礎コース・発展コースに分け、それぞれのコースを数学科の教員が授業を行っていきます。 

子どもたちが主体的に学べるよう、努めてまいりますので、ご理解のほど、よろしくお願いいたし

ます。 


